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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第２期
第３四半期
連結累計期間

第３期
第３四半期
連結累計期間

第２期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

経常収益 （百万円） 46,290 50,205 62,186

経常利益 （百万円） 1,222 1,542 1,059

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 812 724 724

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 755 △1,190 392

純資産額 （百万円） 31,403 37,860 31,041

総資産額 （百万円） 168,051 169,860 167,496

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 43.19 35.82 38.49

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 18.6 22.2 18.5

 

回次
第２期
第３四半期
連結会計期間

第３期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 21.80 22.78

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、平成30年６月26日付で普通株式１株につき30株の割合で株式分割を行っております。第２期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

３．第２期第３四半期連結累計期間及び第２期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第３期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、経常収益が50,205百万円（前年同期比8.5％

増加）、経常利益が1,542百万円（同26.2％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益が724百万円（同10.8％

減少）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（単位：百万円）

 経常収益 セグメント利益（経常利益）

 第３四半期連結累計期間 増減率
（％）

第３四半期連結累計期間 増減率
（％） 平成30年３月期 平成31年３月期 平成30年３月期 平成31年３月期

損害保険事業 18,310 22,015 20.2 512 587 14.6

生命保険事業 17,169 16,310 △5.0 640 957 49.5

少額短期保険事業 10,901 11,960 9.7 332 358 7.8

報告セグメント計 46,381 50,286 8.4 1,485 1,903 28.1

セグメント間消去又
は調整

△91 △81 － △262 △360 －

四半期連結損益計算
書計上額

46,290 50,205 8.5 1,222 1,542 26.2

（注）セグメント利益の「セグメント間消去又は調整」は、当社の一般管理費等による損益であります。

 

（損害保険事業）

　損害保険事業においては、収益力の向上及び規模の拡大に向けた取組みの強化、並びに顧客の十分な信頼を

得る運営体制の構築を目標に掲げております。こうした目標を踏まえ、ネット通販損保の特性を活かし、競争

力のある保険料体系等を強みに顧客基盤の拡大に努めた結果、平成30年12月末の保有契約件数は1,032千件

（前年同月末比5.7％増加）となり、100万件を突破いたしました。また、自然災害等の影響により損害率は前

年同期比で悪化しましたが、自動車保険契約の取扱いを代理店に一部移管するなどの施策により契約継続率の

維持・向上に努めております。当事業における経常収益は22,015百万円（同20.2％増加）、セグメント利益は

587百万円（同14.6％増加）となりました。

 

（生命保険事業）

　生命保険事業においては、平成29年６月より、住信ＳＢＩネット銀行株式会社が提供する住宅ローンをご利

用のお客様に、特約を充実させた団体信用生命保険及び「全疾病保障」の団体信用就業不能保障保険の提供を

開始し、販売が好調に推移いたしました。また、平成30年６月より、地域金融機関への提供を開始しておりま

す。こうした取組みの結果、平成30年12月末の保有契約件数は133千件（同16.7％増加）となりました。資産

運用面では、保険金支払のためのソルベンシー確保を第一に考え、安全性を重視し長期的かつ安定的な運用収

益の実現に努めました。当事業における経常収益は16,310百万円（同5.0％減少）、セグメント利益は957百万

円（同49.5％増加）となりました。

 

（少額短期保険事業）

　少額短期保険事業においては、引き続き、新聞、ラジオ、テレビ等を中心としたマス媒体の露出を積極的に

拡大するとともに、全国主要都市における代理店販売網の拡大に向けた取組みを推進した結果、平成30年12月

末の保有契約件数は661千件（同7.9％増加）となりました。当事業における経常収益は11,960百万円（同

9.7％増加）、セグメント利益は358百万円（同7.8％増加）となりました。
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また、前第３四半期連結会計期間末（平成29年12月31日）から当第３四半期連結会計期間末（平成30年12月31

日）までのセグメントごとの保険契約の保有件数の推移は次のとおりであります。

（単位：千件）

区分

前第３四半期

連結会計期間末
前連結会計年度末 第１四半期末 第２四半期末

当第３四半期
連結会計期間末

平成29年12月31日 平成30年３月31日 平成30年６月30日 平成30年９月30日 平成30年12月31日

損害保険事業 976 985 999 1,014 1,032

生命保険事業 114 121 125 130 133

少額短期保険事業 612 624 637 648 661

（注）上表の生命保険事業の保有件数には、団体保険の被保険者数を含めております。

 

各事業を構成する子会社の保険引受等の状況は次のとおりであります。

 

損害保険事業

ＳＢＩ損害保険株式会社

①　保険引受利益

（単位：百万円）

区分
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

保険引受収益 18,128 19,546

保険引受費用 13,048 16,328

営業費及び一般管理費 4,745 5,053

その他収支 △0 △0

保険引受利益 333 △1,835

（注）１．営業費及び一般管理費は、損益計算書における営業費及び一般管理費のうち保険引受に係る金額で

あります。

２．その他収支は、自動車損害賠償責任保険等に係る法人税等相当額などであります。

 

②　保険種目別の保険料・保険金

a　正味収入保険料

（単位：百万円、％）

区分

前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

火災 170 0.9 302 1.5

海上 － － － －

傷害 － － － －

自動車 17,314 95.6 18,499 94.7

自動車損害賠償責任 189 1.0 168 0.9

その他 444 2.5 566 2.9

（うち費用・利益） （444） （2.5） （566） （2.9）

（うち賠償責任） （－） （－） （－） （－）

（うち信用・保証） （－） （－） （－） （－）

合計 18,118 100.0 19,536 100.0

（注）正味収入保険料は、元受及び受再契約の収入保険料から出再契約の再保険料を控除したものでありま

す。
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b　元受正味保険料

（単位：百万円、％）

区分

前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

火災 444 1.7 807 2.8

海上 － － － －

傷害 － － － －

自動車 25,476 96.6 27,230 95.2

自動車損害賠償責任 － － － －

その他 444 1.7 566 2.0

（うち費用・利益） （444） （1.7） （566） （2.0）

（うち賠償責任） （－） （－） （－） （－）

（うち信用・保証） （－） （－） （－） （－）

合計 26,364 100.0 28,604 100.0

（注）元受正味保険料は、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を控除したものであります。

 

ｃ　正味支払保険金・正味損害率

（単位：百万円、％）

区分

前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

金額 構成比
正味損
害率

金額 構成比
正味損
害率

火災 9 0.1 8.8 63 0.4 32.1

海上 － － － － － －

傷害 － － － － － －

自動車 11,962 97.8 82.2 13,244 97.7 85.5

自動車損害賠償責任 190 1.6 100.3 187 1.4 111.4

その他 67 0.5 21.0 69 0.5 14.8

（うち費用・利益） （67） （0.5） （21.0） （69） （0.5） （14.8）

（うち賠償責任） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

（うち信用・保証） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

合計 12,229 100.0 80.2 13,563 100.0 82.8

（注）１．正味支払保険金は、元受及び受再契約の支払保険金から出再契約による回収再保険金を控除したも

のであります。

２．正味損害率＝（正味支払保険金＋損害調査費）÷正味収入保険料×100

 

③　ソルベンシー・マージン比率

（単位：％）

前事業年度
（平成30年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

366.1 681.8
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生命保険事業

ＳＢＩ生命保険株式会社

①　保有契約高

（単位：千件、百万円）

区分

前事業年度
（平成30年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

件数 金額 件数 金額

個人保険 104 135,289 103 165,225

個人年金保険 4 29,720 4 24,610

団体保険 － 389,397 － 831,488

団体年金保険 － － － －

（注）個人年金保険の金額は、年金支払開始前契約と年金支払開始後契約の責任準備金の合計額であります。

 

②　新契約高

（単位：千件、百万円）

区分

前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

件数 金額 件数 金額

個人保険 5 24,724 5 42,632

個人年金保険 － － － －

団体保険 － 14,076 － 27,358

団体年金保険 － － － －

（注）団体保険の金額は、新契約として計上された月の単月の新契約高であります。

 

③　保有契約年換算保険料

（単位：百万円）

区分
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

個人保険 5,446 5,299

個人年金保険 1,763 1,580

合計 7,210 6,879

 うち医療保障・生前給付保障等 2,875 2,794

（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あた

りの保険料に換算した金額であります（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保

障給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定

疾病罹患、介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保険料を計上しておりま

す。

 

④　新契約年換算保険料

（単位：百万円）

区分
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

個人保険 216 228

個人年金保険 20 20

合計 236 249

 うち医療保障・生前給付保障等 108 79

（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あた

りの保険料に換算した金額であります（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保

障給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定
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疾病罹患、介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保険料を計上しておりま

す。

 

⑤　ソルベンシー・マージン比率

（単位：％）

前事業年度
（平成30年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

1,172.2 1,024.5

 

少額短期保険事業

ＳＢＩいきいき少額短期保険株式会社

（単位：百万円）

区分
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

元受正味保険料 2,438 2,901

正味収入保険料 1,386 1,754

正味支払保険金 426 555

 

（単位：％）

区分
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

ソルベンシー・マージン比率 3,001.8 3,077.2

 

ＳＢＩ日本少額短期保険株式会社

（単位：百万円）

区分
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

元受正味保険料 3,452 3,617

正味収入保険料 176 181

正味支払保険金 30 42

 

（単位：％）

区分
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

ソルベンシー・マージン比率 1,570.1 1,694.3

 

ＳＢＩリスタ少額短期保険株式会社

（単位：百万円）

区分
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

元受正味保険料 289 300

正味収入保険料 238 248

正味支払保険金 0 －

 

（単位：％）

区分
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

ソルベンシー・マージン比率 545.8 601.5
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(2）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、169,860百万円（前年度末比2,363百万円増加）となりまし

た。主な勘定残高は、有価証券120,914百万円（同2,891百万円増加）、現金及び預貯金26,539百万円（同2,180

百万円減少）であります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、131,999百万円（同4,455百万円減少）となりました。主な勘定

残高は、保険契約準備金123,473百万円（同3,057百万円減少）であります。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、37,860百万円（同6,819百万円増加）となりました。主な増

加要因は、公募増資により資本金及び資本剰余金がそれぞれ3,996百万円増加したことであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 75,000,000

計 75,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,820,530 22,820,530
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株式数100株

計 22,820,530 22,820,530 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年10月１日～
平成30年12月31日

－ 22,820,530 － 7,236 － 20,496

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　22,820,300 228,203 －

単元未満株式 普通株式　　　　 230 － －

発行済株式総数 22,820,530 － －

総株主の議決権 － 228,203 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）並びに同規則第61条及び第82条の規定に基づき「保険業法施行規則」（平成８年大蔵省令第５号）に準拠

して作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

現金及び預貯金 28,720 26,539

金銭の信託 3,099 3,096

有価証券 118,023 120,914

貸付金 446 257

有形固定資産 341 382

建物 135 147

リース資産 39 63

その他の有形固定資産 165 171

無形固定資産 2,940 3,487

ソフトウエア 2,273 2,850

のれん 665 635

その他の無形固定資産 1 1

代理店貸 139 92

再保険貸 3,213 3,843

その他資産 9,376 10,060

繰延税金資産 199 187

支払承諾見返 1,000 1,000

貸倒引当金 △4 △2

資産の部合計 167,496 169,860

負債の部   

保険契約準備金 126,531 123,473

支払備金 12,706 14,206

責任準備金 113,659 108,780

契約者配当準備金 164 486

代理店借 286 130

再保険借 2,959 3,116

その他負債 5,216 3,748

退職給付に係る負債 14 17

価格変動準備金 432 498

繰延税金負債 16 15

支払承諾 1,000 1,000

負債の部合計 136,455 131,999

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,240 7,236

資本剰余金 26,926 30,922

利益剰余金 715 1,440

株主資本合計 30,881 39,598

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 40 △1,873

その他の包括利益累計額合計 40 △1,873

新株予約権 － 21

非支配株主持分 119 113

純資産の部合計 31,041 37,860

負債及び純資産の部合計 167,496 169,860
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

経常収益 46,290 50,205

損害保険事業 18,283 21,980

保険引受収益 18,128 19,546

正味収入保険料 18,118 19,536

積立保険料等運用益 9 9

資産運用収益 86 209

その他経常収益 68 ※１ 2,224

生命保険事業 17,156 16,295

保険料等収入 6,070 6,764

保険料 5,392 5,983

再保険収入 678 781

資産運用収益 7,574 3,263

利息及び配当金等収入 1,990 2,488

有価証券売却益 710 289

為替差益 196 484

貸倒引当金戻入額 － 1

その他運用収益 0 0

特別勘定資産運用益 4,677 －

その他経常収益 ※２ 3,511 ※２ 6,267

少額短期保険事業 10,850 11,929

保険料等収入 10,781 11,833

資産運用収益 0 0

その他経常収益 68 95

経常費用 45,067 48,662

損害保険事業 17,783 21,386

保険引受費用 13,048 16,328

正味支払保険金 12,229 13,563

損害調査費 2,299 2,613

諸手数料及び集金費 △2,708 △2,580

支払備金繰入額 621 1,922

責任準備金繰入額 ※３ 606 ※３ 809

資産運用費用 28 64

営業費及び一般管理費 4,703 4,988

その他経常費用 2 4
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  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

生命保険事業 16,461 15,338

保険金等支払金 13,645 9,956

保険金 1,161 919

年金 3,083 2,321

給付金 773 907

解約返戻金 6,823 3,733

その他返戻金 1,127 1,023

再保険料 675 1,050

資産運用費用 562 2,986

支払利息 1 1

有価証券売却損 － 248

金融派生商品費用 526 866

貸倒引当金繰入額 0 －

その他運用費用 35 31

特別勘定資産運用損 － 1,836

事業費 2,232 2,343

その他経常費用 20 51

少額短期保険事業 10,559 11,577

保険金等支払金 6,254 6,941

責任準備金等繰入額 83 147

事業費 4,173 4,470

その他経常費用 48 16

その他 262 360

経常利益 1,222 1,542

特別利益 80 －

受取補償金 80 －

特別損失 114 66

固定資産処分損 7 －

減損損失 52 －

価格変動準備金繰入額 52 66

その他特別損失 1 －

契約者配当準備金繰入額 82 505

税金等調整前四半期純利益 1,106 971

法人税及び住民税等 288 207

法人税等調整額 △1 35

法人税等合計 286 242

四半期純利益 819 728

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 812 724
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 819 728

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △64 △1,919

その他の包括利益合計 △64 △1,919

四半期包括利益 755 △1,190

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 748 △1,189

非支配株主に係る四半期包括利益 7 △1
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保険業法第118条第１項に規定する生命保険子会社の特別勘定の資産の額は、次のとおりであります。なお、

負債の額も同額であります。

前連結会計年度
（平成30年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

26,064百万円 20,792百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　当第３四半期連結累計期間における損害保険事業のその他経常収益には、ＳＢＩマネープラザ株式会社に

対し、保有契約の一部について保険代理店としての地位を付与（移管）したことに伴い受領した対価2,116

百万円が含まれております。

 

※２　生命保険事業のその他経常収益の内訳は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

支払備金戻入額 995百万円 442百万円

責任準備金戻入額 2,516 5,816

その他の経常収益 0 8

計 3,511 6,267

 

※３　損害保険事業の異常危険準備金については、大蔵省告示第232号第2条の規定に準じて計算しており、責任

準備金繰入額には、異常危険準備金の戻入額（前第３四半期連結累計期間は103百万円、当第３四半期連結

累計期間は58百万円）が含まれております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 642百万円 654百万円

のれんの償却額 30 30
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成30年９月27日付で東京証券取引所マザーズ市場に上場し、平成30年９月26日を払込期日とす

る有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による増資により、資本金及び資本準備金がそれぞ

れ3,996百万円増加いたしました。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）３

 
損害保険
事業

生命保険
事業

少額短期
保険事業

計

経常収益（注）１       

外部顧客への経常収益 18,283 17,156 10,850 46,290 － 46,290

セグメント間の内部経

常収益又は振替高
27 12 51 91 △91 －

計 18,310 17,169 10,901 46,381 △91 46,290

セグメント利益（注）３ 512 640 332 1,485 △262 1,222

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．セグメント利益の調整額△262百万円は、当社の一般管理費等による損益であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

４．損害保険事業のセグメント利益には、異常危険準備金の戻入額103百万円が含まれております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　生命保険事業における保険事業用資産について、回収可能価額が帳簿価額を下回ったため、帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（52百万円）として特別損失に計上しております。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）３

 
損害保険
事業

生命保険
事業

少額短期
保険事業

計

経常収益（注）１       

外部顧客への経常収益 21,980 16,295 11,929 50,205 － 50,205

セグメント間の内部経

常収益又は振替高
35 14 31 81 △81 －

計 22,015 16,310 11,960 50,286 △81 50,205

セグメント利益（注）３ 587 957 358 1,903 △360 1,542

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．セグメント利益の調整額△360百万円は、当社の一般管理費等による損益であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

４．損害保険事業のセグメント利益には、異常危険準備金の戻入額58百万円が含まれております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（有価証券関係）

本項目は企業集団の事業の運営において重要なものとして記載しております。

 

１．満期保有目的の債券

前連結会計年度（平成30年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価

（百万円）
差額

（百万円）

公社債 163 164 0

国債 163 164 0

外国証券 15,158 15,187 29

外国公社債 15,158 15,187 29

合計 15,321 15,351 30

 

当第３四半期連結会計期間（平成30年12月31日）

 
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

公社債 162 162 0

国債 162 162 0

外国証券 15,762 15,038 △723

外国公社債 15,762 15,038 △723

合計 15,924 15,201 △723

 

２．責任準備金対応債券

前連結会計年度（平成30年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価

（百万円）
差額

（百万円）

公社債 42,749 46,993 4,243

国債 37,083 41,119 4,036

地方債 208 208 0

社債 5,458 5,665 206

合計 42,749 46,993 4,243

 

当第３四半期連結会計期間（平成30年12月31日）

 
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

公社債 38,539 42,309 3,769

国債 33,616 37,163 3,547

地方債 206 207 0

社債 4,716 4,938 221

合計 38,539 42,309 3,769
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３．その他有価証券

前連結会計年度（平成30年３月31日）

 
取得原価
（百万円）

連結貸借対照表計上額
（百万円）

差額
（百万円）

公社債 1,354 1,362 7

社債 1,354 1,362 7

外国証券 5,059 5,082 22

外国公社債 4,000 4,029 29

外国その他の証券 1,059 1,053 △6

その他の証券 28,748 28,780 31

合計 35,163 35,224 61

 

当第３四半期連結会計期間（平成30年12月31日）

 
取得原価
（百万円）

四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額
（百万円）

公社債 3,313 3,319 6

社債 3,313 3,319 6

外国証券 5,310 5,327 17

外国公社債 4,000 4,018 18

外国その他の証券 1,310 1,309 △0

その他の証券 39,541 37,632 △1,908

合計 48,164 46,280 △1,884
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 43円19銭 35円82銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
812 724

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
812 724

普通株式の期中平均株式数（株） 18,820,530 20,231,439

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益の算定に含

めなかった潜在株式で、前連結会計年度

末から重要な変動があったものの概要

－ 平成30年４月27日開催の取締役

会決議による平成30年５月31日

付与の2018年第１回新株予約権

（普通株式　750,000株）及び

2018年第２回新株予約権（普通

株式　710,700株）

（注）１．当社は、平成30年６月26日付で普通株式１株につき30株の割合で株式分割を行っております。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しておりま

す。

２．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成31年２月12日

ＳＢＩインシュアランスグループ株式会社

 取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 國本　望　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐竹　正規　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐藤　誠　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＢＩインシュ

アランスグループ株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成30年10月１日から平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＢＩインシュアランスグループ株式会社及び連結子会社の平成30年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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